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開  催  記  録 

会議の名称 座間市国民健康保険運営協議会 

開 催 日 時 平成 29年 11月 16日（木） 14時 00分から 15時 00分まで 

開 催 場 所  座間市役所５階 ５-２会議室 

出 席 者 

 国民健康保険運営協議会 

 公益代表 伊藤 正、竹田 陽介、松橋 淳郎、池田 徳晴 

 被保険者代表 橋本 禎子、星野 正孝 

 保険医代表 伊藤 久、小川 小百合 

被用者保険代表 阿川 玉樹 

事 務 局 
健康部長、国保年金課長、収納対策担当課長、国保係長、給付係長、

国保係主事補 

議 題 
１．会長代理の選出 

２．平成３０年度からの国民健康保険の都道府県単位化について 

資料の名称 資料１、２、３、国民健康保険運営方針 

 

会議の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 委嘱状交付 

  副市長より竹田委員、松橋委員、池田委員に委嘱状交付。 

 

２ 開会、定足数の確認、署名人の指名 

 

３ 議事 

（１）会長代理の選出 

【事務局】 

  会長代理の選出については国民健康保険法施行令第５条第２項に

会長に準じて選出すると規定されているので、公益代表委員の３名

から選出をお願いする。 

 

【公益代表より「別室で協議」の声あり】 

 

 協議の結果、池田委員で異議なし 
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（２）平成３０年度からの国民健康保険の都道府県単位化について 

 

【事務局より説明】 

 

【会長】 

委員の皆様からご意見、ご質問がありましたらお願いします。 

 

【委員】 

収納に関する事業について今まで通り座間市のやり方でやってい

くのか、それとも県の指導が入っていくのか。もう一点、国庫と県

からの支出金というのは従来通りなのか、平成３０年度以降の県単

位化後に大きな差が生じるのか。 

 

【事務局】 

  収納の関係について、座間市は座間市で賦課徴収をさせていただ

くので、引き続き適切な賦課と収納率の向上に努めてまいります。 

  二点目について、国の方は今回制度改革に伴って急激な負担増に

ならないように公費の拡充を考えている。座間市の一人当たり所得、

保険税についても低い状況。その他法定外繰入金についても高い状

況。そのような中で一定のご負担をいただくかということもあるの

で、今後事務局で資料を出させていただいてご審議いただきたい。 

 

【委員】 

  今日説明していただいたのは相当膨大な量があり、法改正と言わ

れてもどういう関係性が出てくるのかが分からない。スケジュール

的なアウトラインを示してやっていかなければならないのではない

か。 

 

【事務局】 

  今回はある程度概況のご報告、ご説明をさせていただいて、来月

の１２月２１日木曜日に運営協議会の開催を予定しており、そこで

具体的な数値を取り上げての説明と今後の方向性にについてご議論

いただきたい。 

 

【委員】 
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  最終的にはこの協議会でどのようなことを目標としてスタートし

たのかを教えてください。 

 

【事務局】 

  １月１１日に開催される運営協議会において、諮問をさせていた

だければと。１８日までご審議いただいた後に、答申をいただきた

いと考えている。 

 

【委員】 

  座間市から転居された時の高額療養についてどのような扱いなの

か。 

 

【事務局】 

  高額療養費が過去１年で４回目以降になった場合に負担額が下が

るというのがあったが、これまでは保険者毎であったために、転出

した場合回数が１回目になってしまっていたが、負担額が下がった

金額が転出されても同じように適用され、被保険者の経済的な負担

が軽減される形の仕組みになっている。 

 

【委員】 

  本日の説明は基本的には資料に掲載されている内容の説明なの

か。 

 

【事務局】 

  基本的には運営方針の方に細かく指標が出ているので、県内で座

間市がどのような位置にあるのか等ご参考にしていただきたい。 

 

【委員】 

  座間市は法定外繰入金が非常に多いということだが、医療保険の

加入者は三分の一が国保や後期高齢、三分の二は協会けんぽや組合

であり、国からの交付金は協会けんぽや組合の保険料が半分を占め

ている。３０年からの１，７００億円については全てサラリーマン

の保険からの拠出です。座間市民は自分が加入している保険料から

も支出し、住民税からも支出し、更に１，７００億円追加を取られ

るという状態で、二重三重で取られている形になるので、計画的に

という話があったが、早期にそうしていただきたきたく、ご検討い
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ただきたい。 

 

【事務局】 

  市の一般会計事業にも影響を及ぼすものなので、この辺りも含め

て議論いただけるような形に持っていきたいと考えている。 

 

【委員】 

  国保制度改革の概要で平成３０年度から毎年約１，７００億円支

出をされるということだが、当初の計画の中で１，７００億円以外

を消費税、増税分になると２，２００億円、こういったものを補え

る計画だったと思うが、それはどのようになっているのか。現状で

国や県から方針が示されているようであればお聞かせいただきた

い。 

 

【事務局】 

  平成３０年度の公費のあり方の検討会というものがあり、平成２

９年７月５日に拡充分の全体分として示されている金額までしか把

握できておりません。その中に消費税がどう入ってくるのかという

のはこちらも把握はしていないが、財政調整機能の強化で８００億

円程度、保険者支援制度で８００億円程度、その他若干の拡充があ

るということで出されており、国もこれから予算の調整が入ってく

ると思うので、注視しながら何か情報が出れば次回の協議会でお伝

えしていきたいと考えている。 

 

【委員】 

  消費税の関係で拠出しているのか、それともなくなってしまって

いるのかというところを確認して報告していただければと思いま

す。 

 

【会長】 

  これまでの質問、ご意見等を検討させていただいて、仕上げてい

ただくよう頑張っていただきたいと思います。 

 

４ 閉会 

 


